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高齢者介護に関する国際比較調査（NORDCARE 調査 2022）
ご協力のお願い

　日本の高齢者介護の特徴や介護職員の労働環境を明らかにすることを目的に、私どもは 2012 年に「高齢者介護
国際比較調査」（第 1回 NORDCARE調査）を実施し、斉藤弥生・石黒暢編著『市場化のなかの北欧諸国と日本の
介護－その変容と多様性』（大阪大学出版会、2018 年）を刊行しました．
　前調査から 10 年が経ち、日本の高齢者介護と介護労働がどのように変容したかを明らかにするために、公益財
団法人介護労働安定センター様のご協力のもとで、2022 年調査を実施します。既に同じ調査が実施されたスウェー
デン、デンマーク、ノルウェー、フィンランド、カナダ、オーストラリア、ドイツの結果と比較分析を行い、日
本の高齢者介護の課題を明らかにし、政策提言につなげます。本調査は文部科学省所管の日本学術振興会による
科学研究費補助金を受け、大阪大学の研究者が中心となり実施いたします．

　この調査票は無記名でご提出いただきます。回答は統計的に処理した上で、学術的利用のみを目的とします。
それ以外の目的で使用することや、回答者が特定されたり、ご回答の内容が他人に漏れたりすること等は一切ご
ざいません。お忙しい中、恐縮でございますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよう心より
お願い申し上げます。

【NORDCARE調査 2022 研究会】
　大阪大学大学院人文学研究科　教授　石 黒　暢
　〒 562-8678 箕面市船場東 3-5-10　tel．072-730-5213
　〈本調査に関するお問い合わせ先〉　ishiguro.hmt@osaka-u.ac.jp

2022 年 11 月

【調査研究会メンバー】
　石黒暢（大阪大学教授），斉藤弥生（大阪大学教授），山口宰（大阪大学特任准教授），
　吉岡洋子（関西大学教授），佐藤桃子（島根大学講師），久保恵理子（大阪大学特任研究員），
　チェリー・アンジェラ未来（日本学術振興会特別研究員），久保田怜（日本学術振興会特別研究員）

【調査協力】公益財団法人 介護労働安定センター

＜ご記入にあたってのお願い＞

１．氏名を記入していただく必要はありません。
２．選択式の回答は、該当する番号を○で囲んでください。
３．記入後は調査票を同封の封筒に入れ、お近くのポストに投函してください。
４．２０２２年１１月３０日（水）が回答投函締切です。
５．ご不明な点は、大阪大学／石黒までお問い合わせください。

＊世界各国で同じ調査票を使用するため、日本の現状からは少しわかりにくい表現がありますが、ご了承ください。

※ 本調査の集計結果は、調査報告書としてまとめる予定です。調査報告書をご希望の方は、石黒宛てにメール （ishiguro.hmt@
osaka-u.ac.jp） でご連絡いただければ、完成次第（2023 年予定）、報告書を冊子またはデータ（PDFファイル）で送付させてい
ただきます。

※ 調査票の返送先は、統計調査や社会調査の専門機関である（一社）新情報センターとなります。新情報センターは入力・集計作業
を担当します。

付録 1．日本調査のアンケート調査票
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高齢者介護に関する国際比較調査（日本国内アンケート調査）

Ａ．雇用、勤務時間、職場について

複数の介護の職場で働いている方は、最も長い時間、働いている職場の仕事について回答して下さい。

◆あなたは過去 12カ月間に高齢者介護の現場で、直接的な介護の仕事をする機会がありましたか
　（ケアマネジメント等を除く）。

あてはまる選択肢の番号を〇で囲んで下さい。

① 　あなたが主に勤務している事業所はどれですか。

　1． 訪問介護事業所

　2． 特別養護老人ホーム

　3． 老人保健施設

　4． 有料老人ホーム

　5． その他（ ）

②　あなたの職場は次のどこの地域にありますか。

　1． 北海道・東北

　2． 関東（東京・神奈川・千葉・埼玉）

　3． 関東（上記以外）

　4． 東海・北陸

　5． 近畿

　6． 中国・四国

　7． 九州・沖縄

③　あなたの働く事業所の運営者は次のどれですか。

　1． 公立（市町村、都道府県、国）

　2． 社会福祉法人

　3． 医療法人

　4． 民間企業（株式会社，合同会社，有限会社等）

　5． ＮＰＯ法人、協同組合等

　6． 人材派遣会社

　7． その他（  ）

④　あなたの雇用形態は次のどれにあたりますか。

　1． 正規職員

　2． 非正規職員
　　　（ パート、アルバイト、臨時職員、嘱託職員、 

契約社員等）

1． は　い 2． いいえ
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①　普段、１日で何人の異なる方を介護していますか。
下記の時間帯に働いていない場合、あるいは直接の
介護をしていない場合は、「０」と書いてください。

その人数は適当だと思いますか。
（各時間帯で１つずつ選択）

日中帯：　　最大　（　　　　　　　　　）人 1． 多すぎる 2． 適当 3． 少なすぎる

夜間帯：　　最大　（　　　　　　　　　）人 1． 多すぎる 2． 適当 3． 少なすぎる

⑤　あなたの働き方・労働時間は次のどれですか。

　1． フルタイム（週に　　　　　　時間程度）

　2． パートタイム（週に　　　　　　時間程度）

　3． 登録型ヘルパー（週に　　　　　　時間程度）

　4． その他（ ）

⑥　あなたは勤務時間に満足していますか。

　1． はい

　2． いいえ、もっと長い時間働きたい

　3． いいえ、（給料が下がっても）時間を減らしたい

⑦　あなたの勤務時間帯を教えてください。
　　（複数回答可）

　1． 平日の日中

　2． 平日の夕方以降

　3． 週末

　4． 夜勤

　5． 宿直

⑧ 　新型コロナウイルス感染拡大によりあなたの収入
に変化がありましたか。

　1． 増えた

　2． 減った

　3． 変わらない

⑨ 　新型コロナウイルス感染拡大により困ったことは
何ですか。（複数回答可）

　1． 一人ひとりの仕事の業務量が増えた

　2． 職場の衛生用品が不足していた

　3． 休みがとれなかった

　4． 超過勤務が増えた

　5． 介護職であるために自分や家族が差別を受けた

　6． 自分が感染する不安が大きかった

　7．  自分が職場にウイルスを持ち込む不安が大き
かった

　8．  他の職種より外出制限などの行動制限が厳し
かった

　9． その他

　 

　 

　 

Ｂ．利用者と介護の仕事



― 78 ―

②　あなたが普段、介護している人の中に、下記の状態にある方々はどれだけいますか。
　　（各項目で１つずつ選択）

1 2 3 4 5
なし 数名 半数 ほとんど

／すべて
わから
ない

ａ） 室内の移動介助を必要とする人 
（あるいは “ねたきり ”の人） 1． 2． 3． 4． 5．

ｂ）認知症のある人 1． 2． 3． 4． 5．

ｃ）排泄介助が必要な人 1． 2． 3． 4． 5．

ｄ）食事介助が必要な人 1． 2． 3． 4． 5．

ｅ）ターミナルケアの状態にある人 1． 2． 3． 4． 5．

③　あなたの日常的な仕事を思い起こしてください。以下の作業をどのくらいしていますか。
　　（各項目で１つずつ選択）

1 2 3 4 5
１日に
数回

１日に
１回

週に
１回

１カ月に
１回

ほとんどない
／全くない

ａ） 利用者の家を掃除する 
（例：掃除機をかける、拭き掃除をする等） 1． 2． 3． 4． 5．

ｂ）温かい食事をつくる（昼食または夕食） 1． 2． 3． 4． 5．

ｃ）調理済みの食事を出す（昼食または夕食） 1． 2． 3． 4． 5．

ｄ）日用品・食料品の買い物支援（代行も含む） 1． 2． 3． 4． 5．

ｅ） 身体介護をする 
（例：入浴介助、排せつ介助、オムツ交換） 1． 2． 3． 4． 5．

ｆ）利用者の移動介助（例：ベッドから車いすに移す等） 1． 2． 3． 4． 5．

ｇ）利用者と一緒にお茶やコーヒーを飲む 1． 2． 3． 4． 5．

ｈ）利用者を元気づけ、安心感を与える 1． 2． 3． 4． 5．

ｉ）利用者の散歩に付き添う（外出支援も含む） 1． 2． 3． 4． 5．

ｊ）事務仕事をする（書類整理、予約等） 1． 2． 3． 4． 5．

④　次の仕事をどのくらいしていますか。（各項目で１つずつ選択）

1 2 3 4 5
１日に
数回

１日に
１回

週に
１回

１カ月に
１回

ほとんどない
／全くない

ａ）歩行訓練、言語トレーニング、その他リハビリを行う 1． 2． 3． 4． 5．

ｂ）調合された薬を手渡す 1． 2． 3． 4． 5．

ｃ）注射をする 1． 2． 3． 4． 5．
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①　あなたの仕事について、以下の質問にお答えください。（各項目で１つずつ選択）

1 2 3 4
頻繁に
ある

時々
ある

ほとんど
ない

決して
ない

ａ）あなたの仕事は興味深く、意義があると感じますか。 1． 2． 3． 4．

ｂ）あなたの仕事には、やることが多すぎると思いますか。 1． 2． 3． 4．

ｃ） あなたの仕事には新しい事を学んだり、専門性を向上させたりする
可能性がありますか。 1． 2． 3． 4．

ｄ）あなたは日々の仕事の内容に影響を与えることはできますか。 1． 2． 3． 4．

ｅ）仕事上の困難について同僚と話し合う時間を十分にもてますか。 1． 2． 3． 4．

ｆ）仕事について最も近い上司からサポートを受けていますか。 1． 2． 3． 4．

ｇ）やるべき仕事をこなすために必要な教育を受けていますか。 1． 2． 3． 4．

ｈ）教育で学んだスキルを仕事に生かす機会がありますか。 1． 2． 3． 4．

ｉ） 利用者が受けるべきサービスを受けていないので不十分だと思うこ
とはありますか。 1． 2． 3． 4．

ｊ） 職場の組織変更や、新しい仕事方法に変わる等の理由で、自分の勤
務条件が変わるのではと不安を感じていますか。 1． 2． 3． 4．

1 2 3 4 5
１日に
数回

１日に
１回

週に
１回

１カ月に
１回

ほとんどない
／全くない

ｄ）利用者とレクリエーションに参加する 1． 2． 3． 4． 5．

ｅ）利用者について看護師とコンタクトをとる 1． 2． 3． 4． 5．

ｆ）利用者についてＰＴ，ＯＴとコンタクトをとる 1． 2． 3． 4． 5．

ｇ）利用者の家族・親族とコンタクトをとる 1． 2． 3． 4． 5．

ｈ）利用者が機能訓練や自立支援介護を受けるように促す 1． 2． 3． 4． 5．

⑤　時間をもっとかけることができればよいのに、と思う仕事があれば書いてください

　 

　 

　 

　 

Ｃ．介護の仕事とあなたの勤務条件
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②　職員（被雇用者）のあなたには、次のことがあてはまりますか。（各項目で１つずつ選択）

1 2 3
はい いいえ わからない

ａ）使いやすい職員スペースがある 1． 2． 4．

ｂ）勤務時間中に、体操などの健康増進プログラムを利用できる 1． 2． 4．

ｃ）仕事上の困難な状況について話し合うために時間が十分にもうけられている 1． 2． 4．

ｄ）身体的にきつい作業では、適切な介護機器が使える 1． 2． 4．

③　あなたの職場では、直属の上司とのミーティングはどのくらいの頻度で行いますか。

　1． だいたい毎日

　2． 週１回程度

　3． 月１回程度

　4． ほとんどない、または決してない

④　あなたの仕事は、次の人たちから喜ばれている、または評価されていると思いますか。（各項目で１つずつ選択）

1 2 3 4 5
非常に

喜ばれている
とても

喜ばれている
ほとんど

喜ばれていない
全く

喜ばれていない わからない

ａ）利用者 1． 2． 3． 4． 5．

ｂ）利用者の家族 1． 2． 3． 4． 5．

ｃ）あなたの同僚 1． 2． 3． 4． 5．

ｄ）あなたの直属の上司 1． 2． 3． 4． 5．

ｅ）社会一般 1． 2． 3． 4． 5．

⑤　あなたの職場では、どのくらいの頻度で、次のことがありますか。（各項目で１つずつ選択）

1 2 3 4 5
ほぼ毎日 週に

１回程度
月に
１回程度

ほとんど
ない 決してない

ａ）決められた時間より長く働くこと（残業手当あり） 1． 2． 3． 4． 5．

ｂ）手当なしで働くこと（勤務時間外） 1． 2． 3． 4． 5．

ｃ） すべきことが多くて、昼食や休憩時間をカットしたり短縮し
たりすること 1． 2． 3． 4． 5．

ｄ）病欠や休暇や欠員などで職員が不足していると感じること 1． 2． 3． 4． 5．

ｅ）利用者のために計画された仕事をする時間がないこと 1． 2． 3． 4． 5．

ｆ）重い物や人を運んだり、持ち上げたり、ひっぱったりすること 1． 2． 3． 4． 5．
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1 2 3 4 5
ほぼ毎日 週に

１回程度
月に
１回程度

ほとんど
ない 決してない

ｇ）無理な体勢やしんどい体勢で仕事をすること 1． 2． 3． 4． 5．

ｈ）２人の職員ですべきところで１人で利用者を介助すること 1． 2． 3． 4． 5．

⑥どのくらいの頻度で、次のことを経験していますか。（各項目で１つずつ選択）

1 2 3 4 5
ほぼ毎日 週に

１回程度
月に
１回程度

ほとんど
ない 決してない

ａ） 利用者やその家族・親族から、叱られたり、批判を受けたり
すること 1． 2． 3． 4． 5．

ｂ）利用者やその家族・親族から、身体的暴力や脅しを受けること 1． 2． 3． 4． 5．

ｃ）利用者やその家族・親族から、性的な関心を持たれること 1． 2． 3． 4． 5．

⑦　下記に、仕事と職場に関する考え方や状況の例を示しています。
　　各項目について、あなたにはどれくらいあてはまりますか。（各項目で１つずつ選択）

1 2 3 4
よく

あてはまる
やや

あてはまる
あまり

あてはまらない
全く

あてはまらない

ａ）「私の同僚は仕事に必要な能力があると信頼できる」 1． 2． 3． 4．

ｂ） 「私は対処する知識やスキルが足りない状況にしばしば直
面すると感じる」 1． 2． 3． 4．

ｃ） 「私の職場では利用者の個別の状況・希望にそった支援を
提供している」 1． 2． 3． 4．

ｄ） 「書類仕事に時間がとられすぎる」 1． 2． 3． 4．

ｅ） 「私の職場では、上の人たちが職員の批判や考えを聞いて
くれる」 1． 2． 3． 4．

ｆ）「利用者と会うことで得られることが多い」 1． 2． 3． 4．

ｇ） 「上の人たちは職員を信頼しておらず、支配的で管理的す
ぎる」 1． 2． 3． 4．

ｈ） 「私の職場では利用者がもつ能力を維持したり向上させた
りするよう支援する機会が十分にある」 1． 2． 3． 4．

ｉ） 「私は高齢になって介護が必要になったら自分の職場が提
供するサービスを受けたい」 1． 2． 3． 4．

⑧　あなたの勤務条件は近年、改善されていますか、あるいは悪くなっていますか。

　1． 全般的に改善されている

　2． 変わりない

　3． 全般的に悪くなっている
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⑨　あなたはどの程度、次の状況にありますか。（各項目で１つずつ選択）

1 2 3 4 5
常にある しばしば

ある
ときどき
ある

ほとんど
ない 全くない

ａ）勤務が終わった後、身体的に疲れを感じる 1． 2． 3． 4． 5．

ｂ）勤務が終わった後、背中や腰が痛む 1． 2． 3． 4． 5．

ｃ）勤務が終わった後、精神的な疲れを感じる 1． 2． 3． 4． 5．

ｄ）仕事のことを考えて、ぐっすり眠れない 1． 2． 3． 4． 5．

⑩　あなたの全般的な健康状態は次のどれですか。

　1． 非常によい

　2． よい

　3． ふつう

　4． 悪い

　5． 非常に悪い

⑪　過去１年の間に、介護の仕事を辞めようと深刻に考えたことはありますか。

　1． はい

　2． いいえ

⑫　初めて就職しようとする若者に対し、介護の仕事を勧めたいと思いますか。

　1． はい、必ず勧めます

　2． はい、おそらく勧めます

　3． いいえ、おそらく勧めません

　4． いいえ、絶対に勧めません

　※「はい」または「いいえ」と回答する理由を具体的に書いてください。
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Ｄ．最後に、あなた自身についての質問です。

①　あなたの性別は。

　1． 女性

　2． 男性

　3． 回答しない

②　あなたの年齢は。

　1． ２５歳未満

　2． ２５－３４歳

　3． ３５－４４歳

　4． ４５－５４歳

　5． ５５－６４歳

　6． ６５歳以上

　※１９（　　　 ）年／昭和・平成（ 　　　）年生まれ

③　あなたには配偶者がいますか。

　1． いない（未婚、離別、死別等を含む）

　2． いる（事実婚も含む）

④ 　あなたには同居する子ども（20 歳未満）がいます
か。

　1． いいえ

　2． はい…７歳未満の子どもが（　　　　）人

　3． はい…７～１２歳の子どもが（　　　　）人

　4． １３～１９歳の子どもが（　　　　）人

⑤　あなたは次のどこで働いていますか。

　1． 大都市（東京２３区、政令市等）

　2． 地方都市・一般都市

　3． 地方の過疎地域・地方の人口減少地域

⑥ 　あなたは高齢者介護に関する教育あるいは訓練を
受けましたか。

　1． いいえ

　2． はい、全部で１カ月未満

　3． はい、全部で１～５カ月

　4． はい、全部で６～１１カ月

　5． はい、全部で１～２年未満

　6． はい、全部で２年以上

⑦ 　あなたが持っている介護に関する資格をすべて選
択してください。

　1． 介護職員初任者研修

　2． 実務者研修

　3． ヘルパー２級

　4． ヘルパー１級

　5． 介護福祉士

　6． 介護支援専門員

　7． 社会福祉士

　8． 資格はもっていない

　9． その他（ ）

⑧ 　あなたは高齢者介護の仕事を何年間しています
か。

　1． １年未満

　2． １～５年

　3． ６～９年

　4． １０～１９年

　5． ２０年以上
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⑨　あなたの最終学歴を教えてください。

　1． 義務教育

　2． 高等学校（介護関係の学科）

　3． 高等学校（上記以外）

　4． 高専・短大・専門学校（介護関係の学科）

　5． 高専・短大・専門学校（上記以外）

　6． 大学（介護関係の学科）

　7． 大学（上記以外）

　8． その他（ ）

⑩ 　あなたの家族で主に生活費を負担しているのは誰
ですか。

　1． 自分（あなた）

　2． 自分（あなた）以外

　3． 生活費は折半している等

⑪ 　あなたは、長期間の病気や障害、高齢により、日
常生活で援助を必要とする家族、親族、友人、近隣
の人を定期的に手助けしていますか。

　1． いいえ

　2．  はい、私は１人の人に対し、介護や手助けをし
ています。

　3．  はい、私は複数の人に対し、介護や手助けをし
ています。

⑫ 　あなたはその人の介護や援助にどのくらい時間を
使っていますか。

　最大で週に（　　　　　　）時間程度

Ｅ．最後に．．．

最後までご回答くださり、ありがとうございました。ご協力に心からお礼を申し上げます。

日本の高齢者介護をよくするために何が必要だと思いますか。
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付録 2．コード表
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